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.H i. ft舟袈曲線 QtAF十B
i. {J協会11線 P=I1'Q"-トT
ここで pは却Ii:椴， QIま取引 HIま館第務~L散を示し，他は定数である。 2 式の交点を均
衡点とする。均街点と現実のl誌を比較すると，次の 2}~が理解できる。

















1日和48年の 191万向から， :EH9年(こは 132万戸lこ撤減，また昭和53年には 155万戸まで閥復した
ものの，昭和昨年まで 4t， 1~述続減少し， 115 Jj戸まで下がる等，大きく変動した。一方，供給仰j
も，第 2(J，くオイル・シ羽ツク 1r.1凋巡し，特にjl(~:l'lIl舗での丸太古ilî絡上511等が見られる。本分析では，
i昭和40:11さから 113和56年までの17"ド1日ぞ対象に，木材拘li絡の変動と街給の変動とのi湖沼jを訴すモデ

















(幻想築器工 (11カ':: 1000m2) 
強設省建築統fl・3)
分析にあたって，経済変動を 4つに分けた。すなわち，傾向変動(守)，綴環変動 (C)，季節変
動 (8)，不規ftU変動(1)である。 l京系列(0)は， 'rxCx8xIとき交わされる(乗法モデル)。分f9ir.方




い， m4簡で，不規則変動(l)の分析を行う O 水分析は矧j羽変lVJ~合として扱うことから，部 3i 
で'Pに闘しでは分析されない。
なお，木議Î~・の日 l'掠は京都大学大型計算機センターを利j刊した。 EP.A祭節調殺には， 1~.ACO lVI 





が1'i:fEずる o :l誌も閥単なものは12カ月移動平均訟であるが， この方法は分析j弱 IltJFI~1ζ…定の季節
附数ぞ間泣するj誌に閥胞がある。本論文でデ…タ処却に)1いたのは，おPA訟である。 これは，
lfJ6Hf:'，米間lfI事務省の開発したセンサス持政X… 10を，経済構造の変動の激しい我が悶の経済lζ
合致するように改良されたものであるヘ gPAr:去には極々のモデルがあるが， 本論文では， 1X 








となって，頗向・縮]業主主紫 (TO)奇得ることが出来る。第3却では， この 'roが分析対象となる。








j弱の 5倍近い。i:fHJ羽では， '1081， TOI， 1， TO， 8共lζ1%以下と， 縦めて安定しているo
I!T081は0.34""-0.56で， 8/T081よりは小さいといえる。節3節で分析するSについてみてみる
と， 1m守l設がある。 8/T081でもtf;l[Wiは他の 2J羽iζ比べ高いf肢となっている。本分析の主たる
対象で、める?む についてみると， TO!，1'081 は0.76句 0.79と安定しており，良好な結果といえよう。





のTOの対前月組は 2方向(上-+"下降)で 4年・ 2!t:手強となり，ほ{まキチンj皮lζ相当する。
(2) 製材I思d~fi格の事鮪変動*
l頚2-1は，製193"I結保Ii;防(太線)と丸太fnlIiち(細線)の季節変動である。パターンは向者共に河
じであるο (1)で分けた 3)留に分けて，その特徴ぞ見てみよう o tfH j顎は， 7 s!こ最も安く 2月
!こi誌も商いパターンである o f;f~l[ J出では，パターンはtfHJ邸と余り変わらお:いものの，臨'IIITîが非
常に大きくなっている。筋HIJtrJでは， 12月に最も泣く 7月頃に最も向くなっており，部工期・
i:f01I J弱とは逆のパターンとなっている。挺|協は諮工期と|市程度でめる。丸太との違いは，①第 I
j鴇の振麟が，丸太の :'I~分程度であること ， @g若 Jl!j羽では丸太の零封í~動よりややìl霊行気味である
ことがあげられよう O




(S 50"-'S 55) 
'!'CS1 1.35 
TC1 1.32 
0.75 平均綴悩 I (%) 
'!'C 0.53 2.30 1.07 
S 0.36 2.71 0.70 
1jTC 0.43 0.65 0.70 
1jS 0.63 0.55 1.08 
平均綴綱 SjTC 0.68 1.18 0.65 
の l十日 21:関係 Ij'rCS1 0.34 0.50 0.56 
rrCjTCSI 0.77 0.76 0.79 
SjTCSI 0.53 0.89 0.52 
lカJ=l 0.43 0.65 0.70 
2 カ J~ 0.29 0.53 0.55 
IjTC 3 カ J~ 0.22 0.37 0.43 
0.27 0.29 
0.19 0.21 
期間It，i別sjlJ:v 4カ月 0.14 
緩鰯の比本 5 カ)~ 0.10 
MCDスノTン
TCI 5.54 6.00 3.27 
迷巡 絞の 5j切IZj1a 日 守C 24.00 9.00 14.40 








































i濁2… 3は建築器工;哉の季PfIi変動，間 2… 4tま強投受出額の季節変動である。師陣より，①建
築辛口-.抵の季節変動Iま節11UWではこlニ20%と，立Uj拐の 2{古の#.長l陥である， φ惣築器工f誌は各j関と
も1月がf議低であるが， ピーク月は，斜IJ羽では特になく，節2J閉では 7月が多く，鍛3j明では






比較ずると，第IJ出・第]!J拐では建築器工抵の 111 ・谷は {llIî iちの 111 ・谷より 4 カ)~限度の先行関係
を見ることがH\来る。 YÆ築器工統計{よ申請11寺の資料であるので，阿君r.は相当脱皮の一致~みると
いえる。 mIl[j羽では， fi埼指標は，ほほ…放する傾向にある。出lJIJ切では建設活動の捺帽の俄増が
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I'J'の 1i~雪注目付による(ただし， IfEl fn52il~のミニ・ワセッションは小林7) による) 0 斜線tilは試
の縮小期hlIJ告示す。 11i精華宅近bと玖気動向は，タイミングにおいてよく一致している。また，昭和
47年以降，挺艇においてもよく一致する。活気はほぼ 3年サイクルのキチン波ぞ京しており，そ
れと対応する製材!日fI[]jfおにも同様の ζ とがいえる。本部では， このキチン波を器準lζ!盟のような
1寺jUilま分を行なった(分析の都合J二，年単位となっており， FJ .rji般の悲準日付とす~r子のがある
87 
















P : Peak Ci!気の11) T: Trough (淡気の谷)


















































































となり，これを①式iζ代入する ζとにより， ]J2喜子消去すれば， Pl・P2'ql・Yの関係式を得る ζとが
出来る。
qαy αlal P2αlal 
1出……一・…一十一一一一一町一一町一…一


























司1 A・H 十 3・一切崎川
ν1υ1 
となる。他U~・ {illi格 P2 一定とすると，
.....@ 
司1ロ ?? ? C 
となる。もし，最小 I~l 策法により， C>OおよびA.H十Bpz>0なる定数A・B.Cを定める ζ
90 
Pl P1 8>0 P1 8<0 
ぷ
Ql I ;> Q1 I ;> Q1 
図3-3-1 図3-3-2 図3-3-3
協~1111総(式@， pz問主iD 織猿1111線():~③， H 悶定) 瀦袈曲線(式③， H悶主主)
とが出来れば，闘 3-3…1のような摺袈曲線をf怒る ζとが出来る。ところでBの符号条件はど
うであろうか。 B々Oならば， pzの変動がqd乙拶望家主?与・えるが，その与え方はi盟8… 3-2・8













H '" '" p 一部1j切:ql口 0.5290一一-31. 12一三十6410 (RZ口 O.9961) ド -- Pl 
節減:c山 2063一川2す+4421 (砕ロ0.6731)
H . _ . 1"2 
第 3j弱:ぃ 11.05予;一山11?十2956 (R2 = o.9685) 
H "0"'" P 一部4J羽:ql口 8.223 :"一一7.825Y~+2580 (R2=0.6002) 
νPl 












H qlロムマ僻トC …H ・...@
ν1 





鰐 1J明:ql口 12.35…E…Iイ幽1615 (R2口 0.9680)
H 
(R2= .5692) 筋2J弱:司1ロ 5.446 PI十2631
H 
(R2口 0.3222)第3WJ : ql口 9.604 PI十1921 -・⑨
trS4 WJ : ql=ヱ8・9431T)I1十1692 CR2=0. (768) 
第GJ朝:qt=8. 492 -日υ1 十1733 (R2 = O.2326) 























短期のもとではK=KとえEり@に代入すると， L はK，qの関数となり， とれを@fζ代入する。













r= (R. AVE(p))・一一巴一一AVE(pM) 
すなわち，当該j場開の平均的原料践に，丸太価格(ただし，当該期間平均=100)をかけたも
のと臨解できる。原料毅は，@式より






log(p-r)口 slog q十log'代 ....@ 
となり，最小自乗法により係数を定めることができる。推定結果は次の通りである。
第1)弱:p= 1.111 X 10-9 X q2.975 -lヴlpM (R2ロ 0.9971)
第21羽:p=5. 813 x 10-6 X 司1.制十r2P~I (R2 = O.3820) 
節3期:pロ 4.688 X 10-17 X q5.032十rapM (11，2口 0.3851)
第4J自:p口1.594 x 10吋 X ql.506 十 r4P~I (R2口O.1075) 
第5期:p口 1.367X 10-1 X qO，6 
-・・・⑬
R2は@式推定段階，すなわち， p~! 口 AVJi(pM)での{院である。節1J出では， 十分制足のいくも
のであるが，第 2j割以後は適合皮は低く， I時期がたつCとにその適合成がードがっている。これは，




































3000 3400 3800 
I[9; 51:設
3000 3400 3800 
取事|娃
!潟3-4…3 ，)何台初給曲線 図3-4-4 sドjお需給i泌総
(第3j仰と第4WJ )鍔4J約と第5JUJ) 















のj;j;}3 J留が最も大きく， おへ逃u'租 (q:大)，謀総的にpは大きくなる供給関数となっている。
一方， 釘H 却jの硲袈水準は低く(第4)羽と|司程度)， 変動~.稲は節 1J器・f;jg3 JUHζ比べると小さい
(第 2Jm・節4)羽よりは大きく， 1n~慌できるものではない)。第 5 期の供給関数は節 3 期間様大
きく変動しているものの，その形状は認なる。 ζれは， Z詩5)羽の供給関数の係数戸が全期間中，
i設{誌の舗であり，陣織は対象的である。



























































q dq - q AH 
供給曲線 :J…・札口-E_・…q -dq qα'βqト 1
(5) 考媒
価格変動の大枠は(4)でみたように，需給曲線の変動によるものと思われる(悶 3-5-1--""5
参照)。各四半期ごとに，現実艇と， J勾衛値の比較を行っておく。 ~J3 6-1--""5は，各j羽ご
との綿製曲線(図 3-5… 1-.， 5 )を部分的に拡大したものであり 5恨のグラフのスケールは
全く異なっている ζ とを注滋しておく。点、線は均鰐点の軌跡，実綿lま現箆{誌の~YL織である。各期









































いが，製材品出荷;挺 (Q)・建築器工:抵(百)・製材品倒J格(P)には， ラグが老子在する。 i滋3-7-
1"-2は， P (点線). Q (太線)・ H (和Il線)の対前伴向月上じである。この閣のみでラグ分析は臨














































AP口 (pr-p*) jp* x 100 
AQ出(司r_q*)jq*X100
AD= (pr_pd)jp*X 100 
ムs=(prー が)jp*X 100 
のように定義するoAP，ムqは， R，が臥に比し，どの程度離れているかを示すもので，符43・に
よって， RtとEtのイ1[綬関係(留13-8-2) を見る ζとが出来る。ムD，ムSは， R，がD，S 曲































































として求められる 2ドものでめって， r筏り物JI乙椴主きする。あるj明の Iと他のj自の Iとは何の関連
性も見られないはずである。関4-1は，製材品価絡の不規則変動である。昭和4Mf-枇までは，







となり，全体の半分近い水準で不規則変動していることになる。 1~14-1 と図 4 … 2 との閥には
i直接の関連性は見い出せない。昭和]40年代前半の安定性には，俗1;機指数とはいえ，驚くべ訟もの






? ?? ?? ??
???? ?????
とし脱出張関札
K" K'+I， IC-，-2 
とすお。 1i1織に，製1オI安1'1r1li絡についても，
p" Pt+l， P， ←2， 
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Resume 
By time-series-analysis， original data (0) is expressed as fol1ows: 
O口 TxCxSx1
Now， T:trend C:cyclical S:seasonl 1:il'regulal' 
1n this paper， 1 make cleal' the f1uctuation mechanism of lumbel' pl'匂e(for， TC， S， and 
1). As an original data， the pl'ice index l1umbel' of lumber pr匂 e (1975 e司・ 100) fr・om
1965 to 1981 is used. 
The l'esults al'e summal'ized乱sfol1ows: 
(1) Aftel' 1975， seasonal f1uctuation (S) of 1umbel' pl'ice changes as follows: 
① The amplitude b巴ωmessmall as compal'ed with that llntil 1974， and the clegl'e is 
a1most the same until 1971. 
① Until 1974， the peak of the seasona1 f1uctuation is Febl'ual'y ancl the tl'ough is 
J uly. After 1975， the peak is J uly，品nclthe trough is December. The p乱tternof the 
seasonal f1uctuation is reversed. 
'1'he same changes as avovc are founded in the price of the construction-materials. For 
this fact， the seasonal fluctuation and the chang'es of the pattern caus巴smain1y thc scasona-
lity of thc activitics of the constr・uctions.
(2) '1'rend凶巴ycliealf1uctuation (TC) is exprcsscd in the following type of demanclωsupply 
equations. 
H Demand curve: Q口 A・寸γ-I-B
Supp1y curve: P口 aQ川崎了
Now， P: price Q:quantity H: constr・u巴tions
A， B，α， s， r: const 
From avove equ乱tions，equi1ibrium point is ca1culated. Making a comparison b色tween
1・ea1point and equilibrium point， we get the following' results. 
① 1n th邑 peakoI business cyc1e (Kitchin cycle)， the 1'ea1 point has a tendency as 
106 
follows: 
1) The real quantity is exeessive. 
2) The l'eal point is located in the upper part of the demand eurve. 
② Fol' among the period of the grate fluctuatioll 1972 -1973， the real point is located 
not only il the upper part of the demalld curve but also supply curvc. 
(3) Until 1970， ir・regularfluctu乱tion(1) of lumb記1・p1'匂eis almost not exists. Recelltly， 
the fluctuation becomes large (only 2 -3%). Alld there is 品 possibility that the 
irregulal' fluctuation of the c011structions is 01e of the causes of the cyclical fluctuatio11 
of the lumber pl'ice. 
